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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（II）：
　　　　　　Ｍ－［Ｘ（デンドライト（－Ｑ)ａ)ｙ]ｘＹｚ 　　　（II）
〔式中、Ｍはイリジウム又は白金である金属陽イオンを表し、ｘは２又は３の整数を表し
、ｙは２以上の整数を表し、同じか又は異なるＸは、各々、式：

【化１】

（＊はＭへの結合を表し、Ｚ１及びＺ２は５又は６員環アリール又はヘテロアリール環を
完成するのに必要な基であり、
　Ｚ１は、任意選択的に融合環系の一部分とすることのできる５又は６員環アリール又は
ヘテロアリール環が、フェニル、ピリジル、チオフェニル、ナフチル、アントリル、フェ
ナントリル、ベンズアミダゾリル、カルバゾリル、フルオレニル、ピリミジニル、ピラジ
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ニル、ピリダジニル、キノリニル、イソキノリニル、キノクサリニル、ベンゾチオフェニ
ル、フタラジニル、キナゾリニル、イミダゾリル、ピラゾリニル、オキサゾリニル、オキ
サジアゾリニル、トリアゾリル、トリアジニル、チアジアゾリル、ベンズイミダゾリル、
ベンズオキサゾリル、フェナントリジニル、フリル及びベンゾチオフェニルから選択され
ているものであり、
　Ｚ２は、任意選択的に融合環系の一部分とすることのできる５又は６員環アリール又は
ヘテロアリール環が、ピリジン、ピリミジン、ピラジン、ピリダジン、キノリン、イソキ
ノリン、キノクサリン、フタラジン、キナゾリン、ナフトリジン、シノリン、ピリミジン
、フェナントロリン、イミダゾール、ピラゾール、オキサゾール、オキサジアゾール、ト
リアゾール、チアジアゾール、ベンズイミダゾール、ベンズオキサゾール、ベンズチアゾ
ール及びフェナントリジンから選択されているものであり、）で表される二デンテイト配
位基を表し、
　ｚは０又は１以上の整数を表し、同じか又は異なるＹは、各々、
式（IV）：

【化２】

（Ｚ１及びＺ２は上で定義した通りであり、各＊はＭへの結合を表す。）の配位子、β－
ジケトネート、２－カルボキシルピリジン、トリアリールホスフィン、トリアルキルホス
フィン、エチレンジアミン、シアン化物、一酸化炭素及び一硫化炭素から選択される配位
基を表し、
　（ｂ×ｘ）＋（ｃ×ｚ）の合計はＭの配位点の数に等しく、ここでｂは２であり、ｃは
Ｙ上の配位点の数であり；
　同じか又は異なるデンドライトは、各々、基Ｘに結合した、少なくとも部分的に共役し
た樹枝状分子構造体を表し；該樹脂状分子構造体はアリール及び／又はヘテロアリール基
又は窒素及び、任意選択的に、前記（ヘテロ）アリール又はビニル基のｓｐ２混成炭素原
子を介して、前記アセチレニル基のｓｐ混成炭素原子を介して、若しくはＮと（ヘテロ）
アリール基との間の単結合を介して結合されたビニル又はアセチレニル基を含み、各配位
子Ｘは単結合で終わっており、その単結合は、（ａ）一つを超える少なくとも部分的に共
役した樹枝状分岐が結合した（ヘテロ）アリール基のｓｐ２混成（環）炭素原子、又は（
ｂ）一つを超える少なくとも部分的に共役した樹枝状分岐が結合した窒素原子に結合して
おり、前記環炭素原子又はＮは、前記デンドライトの一部分を形成しており；
　ａは、０又は１以上の整数を表し；
　同じか又は異なるＱは、各々、（メタ）アクリレート、スルホニル基；Ｃ１～Ｃ１５ア
ルキル基；アミン基；モノ－、ジ－又はトリ－Ｃ１～Ｃ１５アルキルアミン基；－ＣＯＯ
Ｒ基（ここでＲは水素又はＣ１～Ｃ１５アルキルである）；－ＯＲ基（ここでＲは、水素
、アリール、又はＣ１～Ｃ１５アルキル又はＣ２～Ｃ１５アルケニルである）；－Ｏ２Ｓ
Ｒ基（ここでＲは、Ｃ１～Ｃ１５アルキル又はＣ２～Ｃ１５アルケニルである）；－ＳＲ
基（ここでＲは、アリール、又はＣ１～Ｃ１５アルキル又はＣ２～Ｃ１５アルケニルであ
る）；及び－ＳｉＲ３基〔ここでＲ基は、同じか又は異なり、水素、Ｃ１～Ｃ１５アルキ
ル又はＣ２～Ｃ１５アルケニル、又は－ＳＲ'基（Ｒ'は、アリール、又はＣ１～Ｃ１５ア
ルキル又はＣ２～Ｃ１５アルケニルである。）、アリール、又はヘテロアリールである〕
から選択される表面基を表す〕の帯電中性有機金属デンドリマー。
【請求項２】
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　ｘが３であり、ｚが０である、請求項１に記載の有機金属デンドリマー。
【請求項３】
　固体状態で発光性である、請求項１又は２に記載の有機金属デンドリマー。
【請求項４】
　固体状態で燐光性であり、金属から配位子への電荷移動状態で発光する、請求項３に記
載の有機金属デンドリマー。
【請求項５】
　金属陽イオンがイリジウムである、請求項１～４のいずれか１項に記載の有機金属デン
ドリマー。
【請求項６】
　金属陽イオンが白金である、請求項１～４のいずれか１項に記載の有機金属デンドリマ
ー。
【請求項７】
　順次、任意選択的な基体、電極、任意選択的な第一電荷輸送層、発光層、任意選択的な
第二電荷輸送層及び対電極の各層を含み、
　前記発光層、任意選択的な第一電荷輸送層及び任意選択的な第二電荷輸送層の少なくと
も一つが、請求項１～６のいずれか１項に記載の有機金属デンドリマーを含むフィルムで
ある、有機発光デバイス。
【請求項８】
　発光層が、請求項１～６のいずれか１項に記載の有機金属デンドリマーを含むフィルム
である、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　発光層が、発光性ドーパントを付加的成分として含む、請求項７又は８に記載のデバイ
ス。
【請求項１０】
　発光層が、一つ以上の電荷輸送物質を付加的成分として含む、請求項７～９のいずれか
１項に記載のデバイス。
【請求項１１】
　発光層が、分子状、樹枝状又は重合体状物質を付加的成分として含む、請求項７～１０
のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１２】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の有機金属デンドリマーを含むフィルムの層を少な
くとも含む、光電池デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デンドリマー(dendrimer)、その形成方法、及び電気光学的デバイス、特に
発光デバイスにそれらを使用することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）デバイスとしても知られている有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）は、発展し始めた表示技術である。基本的にはＯＬＥＤは、２つの電極
の間に挟まれた薄い有機層又は有機層の積層体を含み、電圧を印加すると可視光その他の
光を発する。それら電極の少なくとも一つは光に対し透明でなければならない。表示用途
のためには、勿論その光は目に見えなければならず、従って、それら電極の少なくとも一
つは可視光に対し透明でなければならない。
【０００３】
　ＯＬＥＤで有機層を堆積させるのに用いることができる二つの重要な方法、すなわち加
熱蒸着及び溶液処理が存在する。溶液処理は、潜在的に生産量が大きく、大きな基体を取
扱うことができるため、比較的低コストの技術になる可能性を有する。適当な材料、特に
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重合体を開発するため、かなりの研究が行われてきた。より最近には、固体状態で発光す
る燐光有機金属デンドリマーが、ＯＬＥＤで溶液処理可能な発光材料として非常に有望で
あることが示されてきた〔Ｓ.-Ｃ．ロー(Lo)ら、(Adv. Mater., 13, 975 (2002)；Ｊ．Ｐ
．Ｊ．マーカム(Markham)ら、Appl. Phys. Lett., 80, 2645 (2002)〕。溶液処理可能な
ＯＬＥＤの開発は進歩してきているが、依然として改良された効率及び寿命を有するＯＬ
ＥＤが求められている。
【０００４】
　デンドリマーは、芯及び結合したデンドロン(dendron)（デンドライトとも呼ばれてい
る）を有する分岐した巨大分子である。デンドロンは、分岐単位及び任意選択的に結合単
位を含む分岐した構造体である。デンドロンのジェネレーション（generation)は、分岐
点の組の数によって定められる。図１参照。より高いジェネレーション、即ち、より高次
(higher order)のデンドロンは、同じ構造単位（分岐単位及び結合単位）から構成するこ
とができるが、追加された分岐レベル、即ち、繰り返し追加されたそれら分岐単位及び結
合単位を有する。或いは、より高いジェネレーションは、追加された分岐レベルを有する
が、より高いジェネレーションの所で異なった分岐及び結合単位を有することができる。
デンドロンの周辺に表面基が存在することができる。
【０００５】
　発光デンドリマーは、発光芯を有するのが典型的であり、多くの場合少なくとも部分的
に共役したデンドロンを有する。発光デンドリマーの更なる例には、Ｐ．Ｗ．ワン(Wang)
ら、Adv. Mater., 8, 237 (1996)；Ｍ．ハリム(Halim)ら、Adv. Mater., 11, 371 (1999)
；Ａ．Ｗ．フリーマン(Freeman)ら、J. Am. Chem. Soc., 122, 12385 (2000)；Ａ．アド
ロノフ(Adronov)ら、Chem. Comm., 1701 (2000)；Ｃ．Ｃ．クウォク(Kwok)ら、Macromole
cules, 34, 6821 (2001)に見出されるものが含まれる。発光デンドリマーは、芯、デンド
ロン及び表面基の性質を独立に変化させることができると同時に、発光性及び処理性を独
立に最適化することができるという、発光重合体に勝る利点を有する。例えば、デンドリ
マーの発光色は、芯を変えるだけで変化させることができる。そのような発光性デンドリ
マーは、電気光学的デバイス、特にＯＬＥＤで有用となり得る。
【０００６】
　デンドリマーは、粘度のような他の物理的性質によっても、利用可能な製造方法に対し
て、重合体よりも一層容易に適合し得る。有機金属デンドリマーは、従来ＯＬＥＤ用途で
フィルムの単一成分（即ち、フィルムそのもの）として、又は分子材料との混合物として
、又は二種類以上の異なった種類（即ち、異なった芯）のデンドリマーの混合物として用
いられてきた。例えば、Ｊ．Ｍ．ルプトン(Lupton)ら、Adv．Funct. Mater., 11, 287 (2
001)、及びＪ．Ｐ．Ｊ．マーカム(Markham)ら、Appl. Phys. Lett., 80, 2645 (2002)参
照。
【０００７】
　有機発光及び輸送材料の光電子性で分子間相互作用は重要な役割を果たしている。緊密
な接触及び良好な配列は大きな電荷易動度をもたらすことができるが、励起状態の二量体
が形成されるため発光を低下することになることがある。以前の研究で、我々は分子間相
互作用を、デンドリマーに結合したデンドロンのジェネレーションにより制御することが
できることを示した〔Ｊ．Ｍ．ルプトン(Lupton)ら、Phys. Rev. B, 63, 5206 (2001)；
Ｊ．Ｐ．Ｊ．マーカム(Markham)ら、Appl. Phys. Lett., 80, 2645 (2002)〕。しかし、
我々は、一つの配位子当たり唯一つのデンドロンを含む有機金属デンドリマーについては
、ジェネレーションが分子間相互作用について必ずしも適切な制御を与えるとは限らない
ことを見出した。例えば、Ｊ．Ｐ．Ｊ．マーカム(Markham)ら、Appl. Phys. Lett., 80, 
2645 (2002)中のイリジウム系デンドリマーについては（図２参照）、第二ジェネレーシ
ョン２の光ルミネッセンス量子効率は、第一ジェネレーション１の場合よりも大きいが、
両方共、測定をデンドリマー分子間相互作用が存在していない希釈溶液中で行われた場合
よりも低い。イリジウムデンドリマー１及び２について、デンドロンは二デンテイト(bid
entate)配位子の一つの成分、即ち、フェニル環に結合しており、面状異性体〔facial(fa
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c) isomer〕が形成される。この組合せは、デンドロンにより保護されていない芯の一つ
の面を残し、潜在的に有害な芯・芯相互作用を許す。
【０００８】
　Ｖ．バルザニ(Balzani)ら、Coord. Chem. Rev. 545, 291-221, (2001)では、トリスル
テニウム２，２'－ビピリジン芯に基づくデンドリマーが知られている。これらのデンド
リマーでは、二つのデンドロンが各々の２，２'－ビピリジン配位子に４及び４'の位置で
結合している。しかし、２，２'－ビピリジンは中性配位子であり、これらの樹枝状錯体
は、会合した対イオン、典型的には、ＰＦ６

－によりバランスされなければならない正味
の正電荷を有する。これら三つのビピリジン配位子はＲｕの球状配位を満たし、そのため
、対イオンは金属の内部球状配位の一部分にはなっていないが、一層緩く会合している。
ＯＬＥＤ用途では、結合していない対イオンを有することは望ましくない。なぜなら、そ
れらは印加電場の影響で移動することができ、それがＯＬＥＤデバイスの安定性に有害に
なることがあるからである。本発明は、中性、即ち、金属に直接配位／結合した配位子が
電荷をバランスさせている有機金属デンドリマーに関する。
【０００９】
　我々は、ＯＬＥＤに有害なこれらの都合の悪い芯・芯相互作用が、デンドリマー構造を
変化させることにより解決できることを発見した。それを行う一つの方法は、金属陽イオ
ンに錯化した一つを超える配位子に一つを超えるデンドロンを結合することである。例え
ば、２－フェニルピリジン配位子との八面体ｆａｃ－イリジウム（III）錯体の場合、デ
ンドロンをフェニル及びピリジル環の両方に結合し、次に二つ以上のこれらの配位子を金
属陽イオンに錯化することができよう。本発明のこの態様では、有機金属デンドリマーは
、各々の配位子に結合した一つを超えるデンドロンを含む。
【００１０】
　分子間芯・芯相互作用を制御する第二の方法は、異なった異性体を用いることによる。
例えば、フェニル環に結合したデンドロンを有する２－フェニルピリジン配位子との八面
体ｆａｃ－イリジウム（III）錯体の場合、芯の一つの面はデンドロンによって保護され
ていない。メリジナル(meridinal)（ｍｅｒ）異性体を用いることにより、デンドロンを
芯の回りに一層均一に分布させ、その結果芯はデンドロンにより一層保護される。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、先行技術の問題点の幾つかを解決する、デンドリマー、それらの製造方法、
及びそれらを含む光電子デバイス、特にＯＬＥＤに関する。特に、本発明は、ＯＬＥＤ性
能に有害な分子間相互作用を克服することを追及するものである。
【００１２】
（発明の概要）
　従って、本発明は、式（Ｉ）：
　　　　　　芯－［デンドライト（－Ｑ)ａ]ｎ　　　　（Ｉ）
〔式中、芯(CORE)は、式ＭＸｘＹｚ（ここでＭは金属陽イオンを表し、ｘは１以上の整数
を表し、同じか又は異なるＸは、各々、一、二又は三デンテイト(dentate)配位基を表し
、ｚは０又は１以上の整数を表し、同じか又は異なるＹは、各々、配位基を表し、（ｂ．
ｘ）＋（ｃ．ｚ）の合計はＭの配位点の数に等しく、ここでｂはＸ上の配位点の数であり
、ｃはＹ上の配位点の数である）の基を表し；ｎは２以上の整数を表し；同じか又は異な
るデンドライト(DENDRITE)は、各々、基Ｘに結合した樹枝状分子構造体を表し；ａは、０
又は１以上の整数を表し；同じか又は異なるＱは、各々、表面基を表し；芯は、デンドラ
イトの分岐基又は分岐原子に結合した第一単結合で終わっている。〕の帯電中性有機金属
デンドリマーであって、Ｍを中心とし前記デンドリマーを含む概念的球の半球が前記第一
単結合を欠くことのない構造を有する、上記デンドリマーを提供する。
【００１３】
　式（Ｉ）において、Ｘが一デンテイト配位基である場合、ｂは１であり；Ｘが二デンテ
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イト配位基である場合、ｂは２であり；Ｘが三デンテイト配位基である場合、ｂは３であ
る。
【００１４】
　本発明は、順次、基体層、電極、任意選択的に第一電荷輸送層、発光層、任意選択的に
第二電荷輸送層及び対電極を含み、前記発光層、任意選択的第一電荷輸送層及び任意選択
的第二電荷輸送層の少なくとも一つが、本発明による有機金属デンドリマーを含むフィル
ムである有機発光層をも提供する。
【００１５】
　発光層が本発明による有機金属デンドリマーを含むフィルムであることが好ましい。
【００１６】
　有機金属デンドリマーを含むフィルムは、一つ以上の付加的物質を含んでいてもよく、
それらは発光ドーパント、電荷輸送物質及び／又は付加的分子状、樹枝状及び／又は重合
体状材料を含んでいてもよい。
【００１７】
（発明の詳細な説明）
　本発明は、芯に結合したデンドロンの数及びそれらの空間的分布を調節することにより
有機金属芯デンドリマーの分子間芯・芯相互作用を制御すること及びそれらのデンドリマ
ーをＯＬＥＤに使用することを対象とする。
【００１８】
　本発明の第一の態様として、Ｍを中心としデンドリマーを含む概念的球の半球が前記第
一単結合（即ち、芯を、デンドライトの分岐基又は分岐原子に結合している単結合）を欠
くことがないという、必須のデンドロン空間分布は、金属陽イオンに錯化した二つ以上の
配位子Ｘの各々に二つ以上のデンドロンを確実に結合させることにより達成される。従っ
て、デンドリマーは、式（II）；
　　　Ｍ－［Ｘ（デンドライト（－Ｑ)ａ)ｙ]ｘＹｚ 　　　（II）
〔式中、ｘは２以上の整数を表し、ｙは２以上の整数を表し、他の記号は式（Ｉ）につい
て上で定義したのと同じである〕を有する。
【００１９】
　本発明の第二の態様として、有機金属デンドリマーは、金属含有芯の回りにデンドロン
を一層均一に分布させた配置で、金属陽イオンに錯化した二つ以上の配位子Ｘの各々に結
合した一つ以上のデンドロンを含有する。デンドロンが各配位子の同じ基に結合している
場合、この態様のデンドリマーは八面体の幾何学的形態で配位子が金属陽イオンに結合し
ている錯体については（面状であるよりもむしろ）メリジナルであり、四角平面の幾何学
的形態で金属陽イオンに配位子が結合している錯体の場合には（シスよりもむしろ）トラ
ンスであることが好ましい。例えば、芯の一部分としてイリジウム（III）を含むデンド
リマーでは、金属陽イオンに結合した２－フェニルピリジン配位子は、全てのデンドロン
がフェニル環に結合しているようにすることができるであろう。分子間相互作用を制御す
ることが重要である場合、配位子の少なくとも二つ、一層好ましくは全ての配位子上にデ
ンドロンを有することが好ましい。二つ以上のデンドロンが配位子に結合している場合、
デンドリマーの芯の所で金属錯体についてメリジナル及びトランスの配置を有することも
可能である。分子間相互作用を制御する本発明の別の側面は、芯の一部分を形成する金属
陽イオンの回りに、配位子の異なった部分にデンドロンが結合している配位子の組合せを
有することである。例えば、デンドリマー芯の一部分としてｆａｃ－イリジウム（III）
錯体を有する場合、デンドロンの結合は、一つのデンドロンが一つの２－フェニルピリジ
ル配位子のピリジル環上にあり、他の二つのデンドロンが他の二つの２－フェニルピリジ
ル配位子のフェニル環に結合しているようにすることができるであろう。一つのデンドロ
ンを有する配位子と二つ以上のデンドロンを有する配位子との組合せを用いることもでき
る。
【００２０】
　例えば、四角平面状錯体の場合には、デンドリマーを含む概念的球を、前記第一単結合
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（即ち、デンドライトの分岐基又は分岐原子に芯を結合している単結合）がすべて、得ら
れる二つの半球の交わる平面内にあるようなやり方で分割することが可能であることもあ
る。本発明に関連して、そのような半球が「前記第一単結合を欠く」ことは無いというこ
とは理解されなければならない。従って、例えば、Ｍについてトランス四角平面状配列に
ある前記第一単結合を二つだけ含むデンドリマーは、概念的球の半球が前記第一単結合を
欠くことがないとの要件によって排除されることはない。一方、Ｍについてシス四角平面
状配列にある前記第一単結合を二つだけ含むデンドリマーは、この要件により排除される
。なぜなら、概念的球が、一つの半球が前記第一単結合の両方を含み、他方の半球が前記
第一単結合を欠くような仕方で分割され得るからである。
【００２１】
　図１１は、デンドロンＤの配列が、本発明の要件をデンドリマーが満足している（即ち
Ｂ及びＹ）又は満足していない（即ちＡ及びＸ）幾つかの金属中心デンドリマーの模式的
表示を示している。図面は、対称性を示すように簡単化されており、デンドロンが結合し
ており、金属に結合することになる配位子は示していない。どの場合でも、図解はデンド
リマーを含む概念的球を示しており、その概念的球は例示的な一組の半球に分割されてい
る。Ａ及びＸの両方については、半球の一つはデンドロンに対する単結合を含まず、従っ
て、これらは本発明には含まれないことが分かるであろう。Ｂでは、半球は両方共デンド
ロンを含み、デンドロンを含まない半球を選択することができず、従ってこれらは本発明
に入る。Ｙは、単結合が二つの半球の交わる平面内にある、上で論じた限定的場合を例示
しており、ＸとＹとの差はそれでも明確に分かる。
【００２２】
　本発明の全ての態様で、一つ以上の表面基は、デンドロンの末端の所で結合することが
できる。デンドリマーの芯は、デンドロンの分岐基又は分岐原子に結合した第一単結合で
終わっている。典型的には、分岐基又は分岐原子は、一つを超える分岐鎖が結合したアリ
ール又はヘテロアリール基又はＮである。金属陽イオンに結合した配位子は、金属陽イオ
ンの配位条件が満たされ、有機金属デンドリマーが中性になるようになっていなければな
らず、即ち、デンドリマーの電荷をバランスさせるのに殊更な対陰イオンは不必要である
。対陰イオンの存在は、デバイス性能にとって有害になることがある。
【００２３】
　選択される金属陽イオンは、蛍光又は燐光デンドリマーを生ずることができるが、燐光
デンドリマーが好ましい。燐光は、幾つかのｄ及びｆブロック元素の金属錯体から観察す
ることができるが、イリジウム、白金、及びレニウムに基づくデンドリマーが好ましい。
ロジウムも用いることができる。
【００２４】
　金属に結合した配位子は、一、二又は三デンテイトとすることができるが、二デンテイ
トが好ましい。
【００２５】
　本発明に関連して、有機金属デンドリマーは、少なくとも一つの有機配位子が金属に配
位したものであると理解すべきである。そのようなデンドリマーは必ずしも金属・炭素結
合を含んでいなくてもよい。なぜなら、有機配位子は炭素以外の原子、例えば、窒素原子
によって金属へ配位することができるからである。しかし、少なくとも一つの金属・炭素
結合を含むデンドリマーが好ましい。デンドロンの少なくとも一つは、少なくとも一つの
金属・炭素結合を介して金属に結合した配位子に結合しているのが好ましい。例えば、デ
ンドロンは、シクロ金属化環の一部分である配位子に結合していてもよい。
【００２６】
　デンドリマーは、ＰＣＴ／ＧＢ０２／００７５０又は同時係属中の英国特許出願Ｎｏ．
０２０６３５６．８に記載されている種類のものであるのが好ましく、一層詳細な点につ
いてはそれらを参照すべきであるが、少なくとも二つのデンドライト基を有し、Ｍを中心
とし前記デンドリマーを含む概念的球の半球が前記第一単結合を欠くことがないという要
件を満足する。
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【００２７】
　デンドライトは同じか又は異なり、各々、アリール及び／又はヘテロアリール基又は窒
素及び、任意選択的に、前記（ヘテロ）アリール、ビニル及びアセチレニル基のｓｐ２又
はｓｐ混成炭素原子を介して又はＮと（ヘテロ）アリール基との間の単結合を介して結合
されたビニル又はアセチレニル基を含む、本来的に少なくとも部分的に共役した樹枝状分
子構造体を表しているのが好ましく、芯は、第一単結合で終わっており、その単結合は、
第一（ヘテロ）アリール基のｓｐ２混成（環）炭素原子又は一つを超える少なくとも部分
的に共役した樹枝状分岐が結合した窒素に結合しており、前記環炭素原子又はＮは、前記
デンドライトの一部分を形成している。
【００２８】
　これに関連して、本来的に少なくとも部分的に共役した樹枝状構造体は、その樹枝状構
造体を構成している基の間に共役が存在するが、π系が必ずしも完全に非局在化されてい
るとは限らない構造体である。π系の非局在化は、結合物の位置化学(regiochemistry)に
依存する。そのような樹枝状構造体は、共役樹枝状構造体とも呼ぶことができる。
【００２９】
　一つの態様として、少なくとも一つのデンドライトは、芳香族環系の一部分を形成する
か、又は、例えば同時係属中の英国特許出願Ｎｏ．０２０６３５６．８に記載されている
種類のもののように、少なくとも二つの芳香族基に直接結合した少なくとも一つの窒素原
子を含む樹枝状分子構造体を表し、芯は、一つを超える樹枝状鎖が結合した第一窒素原子
又は芳香族環に対する単結合で終わっており、前記窒素原子又は環は、前記デンドライト
の一部分を形成している。
【００３０】
　好ましい態様として、デンドリマーは、式（III）：
【００３１】
【化１】

【００３２】
〔式中、Ｍは、形式的電荷ｒ＋を有する金属陽イオンであり、Ｚ１及びＺ２は、任意選択
的に置換されていてもよい完全な５又は６員環アリール又はヘテロアリール環に必要な基
であり、デンドライト１及びデンドライト２はデンドロンであり、Ｙは、中性又は陰イオ
ン性配位子であり、ｚが１より大きい場合、Ｙは各々同じか又は異なることができ、ｘは
１以上の整数であり、ｚは、０、１、２、又は３であり、デンドリマーは、ｒ＝（ｐ．ｘ
）＋（ｑ．ｚ）であるように中性である。〕
を有する。ｘは、２又は３であるのが好ましい。
【００３３】
　Ｚ１は、任意選択的に融合環系の一部分とすることのできる５又は６員環アリール又は
ヘテロアリール環が、フェニル、ピリジル、チオフェニル、ナフチル、アントリル、フェ
ナントリル、ベンズアミダゾリル、カルバゾリル、フルオレニル、ピリミジニル、ピラジ
ニル、ピリダジニル、キノリニル、イソキノリニル、キノクサリニル、ベンゾチオフェニ
ル、フタラジニル、キナゾリニル、イミダゾリル、ピラゾリニル、オキサゾリニル、オキ
サジアゾリニル、トリアゾリル、トリアジニル、チアジアゾリル、ベンズイミダゾリル、
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ベンズオキサゾリル、フェナントリジニル、フリル及びベンゾチオフェニルから選択され
ているようであることが好ましい。Ｚ２は、任意選択的に融合環系の一部分とすることの
できる５又は６員環アリール又はヘテロアリール環が、ピリジン、ピリミジン、ピラジン
、ピリダジン、キノリン、イソキノリン、キノクサリン、フタラジン、キナゾリン、ナフ
トリジン、シノリン、ピリミジン、フェナントロリン、イミダゾール、ピラゾール、オキ
サゾール、オキサジアゾール、トリアゾール、チアジアゾール、ベンズイミダゾール、ベ
ンズオキサゾール、ベンズチアゾール及びフェナントリジンから選択されているようであ
ることが好ましい。（ヘテロ）アリール環の適当な任意選択的置換基には、ハロ、アルキ
ル（Ｃ１～１５）、ハロアルキル（例えば、ＣＦ３、ＣＦ２ＣＦ３）、アルキルオキシ、
アリールオキシアリール、アルキルオキシアリール、アリール、アルキルアリール、シア
ノ、アミノ、ジアルキルアミノ、ジアリールアミノ、アルキルチオ、アリールチオ、スル
フィニル、スルホニル、アリールオキシ、アルキルアリールアミノ、ベンジルアルコール
(benzylic alcohol)及びアルデヒドが含まれる。
【００３４】
　好ましい配位子Ｙには、式（IV）：
【００３５】
【化２】

【００３６】
（Ｚ１及びＺ２は上で定義した通りであり、＊はＭへの結合を表す。）
の配位子が含まれる。他の好ましい配位子Ｙには、β－ジケトネート、２－カルボキシル
ピリジン、例えばピコリン酸、トリアリールホスフィン、例えばトリフェニルホスフィン
、トリアルキルホスフィン、エチレンジアミン、シアン化物、一酸化炭素及び一硫化炭素
が含まれる。
【００３７】
　デンドロンは、非共役単位、フレシェ(Frechet)型デンドロンのような共役単位と非共
役単位との組合せ、又は共役単位を含むことができる。一つを超えるデンドロンを含むデ
ンドリマーは、これらの種類の組合せを有することができるが、共役デンドロンが好まし
い。少なくとも一つの共役デンドロンが存在するのが好ましい。二つ以上の配位子に共役
デンドロンが結合しているのも更に好ましく、全ての配位子に共役デンドロンが結合して
いるのが更に好ましい。デンドロンは結合単位中に酸素原子を含まないのが好ましいが、
酸素原子は表面基の中に存在していてもよい。
【００３８】
　共役デンドロンは分岐単位及び任意選択的に結合単位を含んでいる。分岐基は、三つ以
上の結合物を有する。分岐単位は、アリール及び／又はヘテロアリール単位及び／又は窒
素原子とすることができる。結合単位はアリール、ヘテロアリール、ビニル又はアセチレ
ニルとすることができる。アリール又はヘテロアリール単位は、融合環系とすることがで
きる。共役デンドロンが用いられる場合、非対称的デンドリマーが形成されるように、異
なった結合配列及び／又はジェネレーションを用いることができる。一般に、デンドリマ
ーは第二ジェネレーション以上であるのが有利である。しかし、デンドロンが更に一層均
一に芯の回りに分布している本発明のデンドリマーの場合、低いジェネレーションで高い
ジェネレーションデンドリマーの利点の多くを達成することができ、材料の合成が簡単に
なる。
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【００３９】
　共役デンドロンを有する有機金属デンドリマーは、主に二つの方法で形成することがで
きる。本発明の一部分として本明細書に記載する有機金属デンドリマーについての希望の
配列で、デンドロンを配位子に結合し、次いでその配位子を金属陽イオンに結合すること
ができる。或いは、同じか又は異なる適当な反応性部分を有する配位子（単数又は複数）
を、金属陽イオンに対して錯化し、そのようにして形成された錯体を、次に適当な反応性
官能基をそれらの焦点の所に有する一つ以上のデンドロンと反応させることができる。配
位子又はデンドロンが臭素又は沃素のようなハロゲン化物を含む場合、その相補的成分は
、ボロン酸、ボロン酸エステル、スタナンのような基を含むことができ、又はビニル基又
はアセチレニル基を、それら二つをパラジウム触媒を用いて結合することができるように
含むことができる。最終的デンドリマー中の配位子に一つを超えるデンドロンが結合され
ている場合、一つ以上を金属陽イオンへ錯化する前に配位子に付加し、残りのデンドロン
を錯化後に配位子の適当な反応性部分を有する点に付加することができる。
【００４０】
　好ましい態様として、有機金属デンドリマーは、可視光を発することができる。別の態
様として、有機金属デンドリマーは、電荷輸送性を有する。光を発生するデンドリマーは
電荷を輸送することもできることに注意すべきである。有機金属デンドリマーには、光通
信に適した波長の光を発することのできるものもある。
【００４１】
　表面基Ｑは、ＰＣＴ／ＧＢ０２／００７５０に記載されている種類のものであるのが好
ましく、一層詳細な点についてはそれを参照すべきである。適当な表面基には、分岐及び
非分岐アルキル、特にｔ－ブチル、分岐及び非分岐アルコキシ、例えば２－エチルヘキシ
ルオキシ、ヒドロキシ、アルキルシラン、カルボキシ、カルブアルコキシ、及びビニルが
含まれる。一層包括的なリストには、一層反応性のアルケン、（メタ）アクリレート、硫
黄含有又は珪素含有基；スルホニル基；ポリエーテル基；Ｃ１～Ｃ１５アルキル（好まし
くはｔ－ブチル）基；アミン基；モノ－、ジ－又はトリ－Ｃ１～Ｃ１５アルキルアミン基
；－ＣＯＯＲ基（ここでＲは水素又はＣ１～Ｃ１５アルキルである）；－ＯＲ基（ここで
Ｒは、水素、アリール、又はＣ１～Ｃ１５アルキル又はアルケニルである）；－Ｏ２ＳＲ
基（ここでＲは、Ｃ１～Ｃ１５アルキル又はアルケニルである）；－ＳＲ基（ここでＲは
、アリール、又はＣ１～Ｃ１５アルキル又はアルケニルである）；及び－ＳｉＲ３基〔こ
こでＲ基は、同じか又は異なり、水素、Ｃ１～Ｃ１５アルキル又はアルケニル、又は－Ｓ
Ｒ'基（Ｒ'は、アリール、又はＣ１～Ｃ１５アルキル又はアルケニルである。）、アリー
ル、又はヘテロアリールである〕；が含まれる。典型的には、ｔ－ブチル及びアルコキシ
基が用いられる。異なるデンドロン又は一つのデンドロンの異なる末端基上に、異なる表
面基が存在していてもよい。表面基が結合されるデンドロンの末端基は、（ヘテロ）アリ
ール基であるのが好ましい。ｔ－ブチル基が、フェニル環に結合した表面基である場合、
一つを超えるものが末端フェニル単位の各々に結合しているのが好ましい。
【００４２】
　有機金属デンドリマーの表面基は、溶液処理に適した溶媒、例えば、ＴＨＦ、トルエン
、クロロホルム、クロロベンゼン、キシレン及びメタノールのようなアルコール溶媒に対
しデンドリマー混合物が可溶性であるように一般に選択される。表面基は、デンドリマー
をパターニングできるように選択することもできる。例えば、照射又は化学的反応により
架橋することができる架橋可能基を選択することができる。或いは、表面基は、架橋可能
基を残すように除去することができる保護基を含むことができる。
【００４３】
　デンドリマーの性質は、溶液処理に対しそれらを理想的なものにする。デンドリマーは
溶媒に溶解し、その溶液を基体上に付着させ、溶媒を除去して固体フィルムを残すように
することができる。例えば、スピンコーティング、印刷（例えば、インクジェットプリン
ト）及びディップコーティングのような慣用的溶液処理技術を用いることができる。有機
金属デンドリマーを含有する固体フィルムは、蛍光又は燐光性とすることができる。固体
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フィルムは、基体の一方の側に形成するのが好ましく、固体フィルムの厚さは２μより小
さいのが好ましい。
【００４４】
　本発明は、一つ以上の有機金属デンドリマーを含む固体フィルムを組込んだＯＬＥＤを
も提供する。その最も簡単な形態として、少なくとも一方の電極が発光に対して透明であ
る二つの電極の間に挟んだ発光層から有機発光又はエレクトロルミネッセンスデバイスを
形成することができる。アノードと発光層との間に一つ以上のホール輸送層及び／又は発
光層とカソードとの間に一つ以上の電子輸送層が、屡々存在する。一つの好ましい態様に
おいては、有機金属デンドリマー含有フィルムはＯＬＥＤ中の発光層を形成する。この発
光層中でデンドリマーが発光物質であることが特に好ましい。別の態様においては、有機
金属デンドリマー含有フィルムはＯＬＥＤ中の電荷輸送層を形成する。
【００４５】
　そのようなデバイスは、透明基体層、例えば、ガラス又はＰＥＴ層、透明電極層、発光
層及び第二電極を含む慣用的構成を有することができる。アノードは、一般に透明である
が、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）から作られているのが好ましいが、酸化インジウム／
酸化錫、酸化錫／アンチモン、酸化亜鉛／アルミニウム、金及び白金を含む他の同様な材
料も用いることができ、ＰＡＮＩ（ポリアニリン）又はＰＥＤＯＴ／ＰＳＳのような伝導
性重合体を用いることもできる。カソードは、通常Ａｌ、Ｃａ、Ｍｇ、Ｌｉ又はＭｇＡｌ
のような低仕事関数金属又は合金から、任意選択的にＬｉＦの付加的層と共に作られてい
る。別の形態においては、基体は、珪素のような不透明材料から形成してもよく、光は反
対側の電極を通って放射される。ＯＬＥＤデバイスは能動的に又は受動的にアドレスされ
てもよい。
【００４６】
　上で述べたように、有機金属デンドリマーが発光性である場合の典型的なＯＬＥＤデバ
イスの場合、有機金属デンドリマーを含有する溶液を、透明な電極層の上に適用し、溶媒
を蒸発し、次に、続く電荷輸送層を適用することができる。ＯＬＥＤ中のデンドリマー層
の厚さは、典型的には１０ｎｍ～１０００ｎｍ、好ましくは２００ｎｍ以下、一層好まし
くは３０ｎｍ～１２０ｎｍである。アノードと、発光性有機金属デンドリマー含有層との
間にホール輸送層が組込まれる場合、そのホール輸送材料は、溶液付着中、有意な程度除
去されることのないようにしなければならない。
【００４７】
　有機金属デンドリマーを含む発光層を組込んだＯＬＥＤデバイスは、隣接する第一及び
／又は第二電荷輸送層を任意選択的に有していてもよい。有機金属デンドリマーについて
の我々の研究では、発光デンドリマー層とカソードとの間にホールブロッキング／電子輸
送層を有するのが特に有利であることが見出されている。そのようなホールブロッキング
／電子輸送層に適した材料は公知であり、２，９－ジメチル－４，７－ジフェニル－１，
１０－フェナントロリン（ＢＣＰ）、１，３，５－トリス［２－Ｎ－フェニルベンズイミ
ダゾリル］ベンゼン（ＴＰＢＩ）、２－ビフェニル－５（４'－ｔ－ブチルフェニル）オ
キサジアゾール（ＰＢＤ）、アルミニウムトリス（８－ヒドロキシキノレート）（Ａｌｑ
）、及びアルミニウムビス（２－メチル－８－キノラト）－４－フェニルフェノレート（
ＢＡｌｑ）が含まれる。
【００４８】
　更に、デバイスの特性、例えば、効率及び寿命を改良するため、有機金属デンドリマー
の層に、付加的発光性（蛍光又は燐光）又は電荷輸送性物質を任意選択的に添加してもよ
い。更に、改良された性能を与えるため、デンドリマーの混合物として一種類以上の他の
分子状及び／又は樹枝状及び／又は重合体状物質を含有させることも有利になることがあ
る。一つの態様においては、そのような付加的成分は、全混合物の９５～５モル％の部分
を形成する。別の態様においては、それら付加的成分は、混合物の５０重量％より多く、
一層好ましくは７０重量％より多くの部分を形成する。その態様では、それら付加的分子
状、樹枝状、又は重合体状物質、例えば、共役重合体又はデンドリマーは、それら本来の
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特性により電荷を輸送できることが好ましい。更に別の態様においては、付加的成分は、
混合物の５０重量％未満、一層好ましくは３０重量％未満を形成する。例えば、発光性デ
ンドリマーと共に用いられる付加的電荷輸送性成分には、ＴＰＢＩ、ＰＢＤ、ＢＣＰ、４
，４'－ビス（Ｎ－カルバゾール）ビフェニル（ＣＢＰ）、４，４'，４''－トリス（Ｎ－
カルバゾリル）トリフェニルアミン（ＴＣＴＡ）、及びトリス－４－（Ｎ－３－メチルフ
ェニル－Ｎ－フェニル）フェニルアミン（ＭＴＤＡＴＡ）、及びそれらの置換誘導体が含
まれる。
【００４９】
　そのようなデンドリマーは、一つ以上の層を含むことができる光電池のような他のデバ
イス用途で用いることもできる。光電池で用いた場合、デンドリマーは光を吸収し、且つ
／又は電荷を輸送することができなければならない。デンドリマーは、光電池デバイスで
は均質な層として用いるか、又は他の分子状及び／又は樹枝状及び／又は重合体樹枝状材
料と混合されていてもよい。デンドリマーは、光電池デバイスの一つ以上の層中に用いて
もよい。
【００５０】
　本発明を、図面を参照して、次の例で記述する。
【実施例】
【００５１】
　例１
　Ａ－１
　３－（３'，５'－ジブロモフェニル）－２－プロペナル
　アルゴン中、４００ｃｍ３のエーテル中にｔ－ブトキシド（１３．０ｇ、１１６ｍＭ）
、（１，３－ジオキソラン－２－イルメチル）トリ－ｎ－ブチルホスフィン臭化物塩（４
．５Ｍ、３２ｃｍ３、１４４ｍＭ）を入れた低温（氷水浴）溶液に、３，５－ジブロモベ
ンズアルデヒド（１６．１ｇ、６１．０ｍＭ）を添加した。その混合物を０～２℃で２時
間撹拌し、１．０ＭのＨＣｌ水溶液（３００ｃｍ３）をその混合物に添加した。反応を徐
々に室温へ暖め、室温で２１時間撹拌した。二つの層を分離した。水性層をエーテル（３
×２００ｃｍ３）で抽出した。有機層及びエーテル抽出物を合わせ、塩水（１×３００ｃ
ｍ３）で洗浄し、無水硫酸マグネシウムで乾燥した。溶媒を完全に除去すると、黄色の固
体が残った。その固体を溶離剤として酢酸エチル・軽質石油（４０～６０℃）を用いてシ
リカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、無色の固体として３．３６ｇ（
１９％）のＡ－１を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）６．６８（１Ｈ、ｄｄ、Ｊ
７．４＆１６Ｈｚ、ビニルＨ）、７．３３（１Ｈ、ｄ、Ｊ１６Ｈｚ、ビニルＨ）、７．３
３（２Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．６３（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び９．７２（１Ｈ、ｄ、Ｊ
７．６Ｈｚ、ＣＨＯ）；ｍ／ｚ［Ｃｌ（ＮＨ３)］３０６、３０８、３１０（ＭＮＨ４

＋

）、及び２８８、２９０、２９２（Ｍ＋）。
【００５２】
　例２
　Ａ－２
　３－｛３'，５'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］フェニル｝
－２－プロペナル
　ＰＣＴ／ＧＢ０２／００７３９の例４に従って調製された硼素化合物Ｇ０－ＢＸ２（６
４７ｍｇ、２．５９ｍＭ）、３－（３'，５'－ジブロモフェニル）－２－プロペナルＡ－
１（３２６ｍｇ、１．２４ｍＭ）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（
０）（９１ｍｇ、０．０７９ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（１．０ｃｍ３）、
ＥｔＯＨ（１．０ｃｍ３）及びトルエン（３．５ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次にアル
ゴン中１８時間還流しながら（１０６℃の浴温度で）加熱した。その混合物を周囲温度へ
冷却し、次に水（５ｃｍ３）及びエーテル（６ｃｍ３）で希釈した。二つの層を分離した
。水性層をエーテル（３×５ｃｍ３）で抽出した。有機層及びエーテル抽出物を合わせ、
塩水（１×１０ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸マグネシウムで乾燥した。溶媒を完全に除去
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した。残渣を溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：３０及び１：１０）を用いて
シリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、明黄色の油として６０７ｍｇ
（１００％）のＡ－２を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０．８０－１．０５（
１２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．２４－１．６４（１６Ｈ、ｍ、ＣＨ２）、１．６８－１．８８
（２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９１（４Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、６．８４（１Ｈ、ｄｄ、Ｊ
７．８＆１６Ｈｚ、ビニルＨ）、７．２０（１Ｈ、ｄ、Ｊ１６Ｈｚ、ビニルＨ）、７．５
８（４Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．６７（２Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．７９（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ
）、及び９．７７（１Ｈ、ｄ、Ｊ１６Ｈｚ、ＣＨＯ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋］５４１（Ｍ
Ｈ＋）。
【００５３】
　例３
　Ａ－３
　３－ブロモフェニルアシル臭化物（９５６ｍｇ、３．４４ｍＭ）と４４ｃｍ３のアセト
ンとの混合物に、ピリジン（６ｃｍ３）を添加した。反応を室温で２時間撹拌し、減圧下
で溶媒を除去した。得られた沈澱物をエーテル（４×１０ｃｍ３）で洗浄し、減圧下で乾
燥したところ、明るいピンク／クリームの固体として１．１８ｇ（９６％）のＡ－３が残
った。
【００５４】
　例４
　Ａ－４
　２－（３'－ブロモフェニル）－４－｛３''，５''－ジ［４'''－（２''''－エチルヘキ
シルオキシ）フェニル］フェニル｝－ピリジン
　３－｛３'，５'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］フェニル｝
－２－プロペナル（６０７ｍｇ、１．１２ｍＭ）、ピリジニウム塩Ａ－３（４８１ｍｇ、
１．３５ｍＭ）及び１２ｃｍ３のエタノールの混合物に、酢酸アンモニウム（５．９７ｇ
、７７．５ｍＭ）を添加した。その混合物を撹拌し、アルゴン中、９０℃の油浴で５時間
加熱した。その混合物を水（１０ｃｍ３）で希釈し、ＤＣＭ（４×１５ｃｍ３）で抽出し
た。ＤＣＭ抽出物を合わせ、塩水（１×３０ｃｍ３）で洗浄し、乾燥（Ｎａ２ＳＯ４）し
、溶媒を除去したところ、明褐色の油が残った。その油を、溶離剤としてＤＣＭ・軽質石
油（０：１～１：４０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製
し、明黄色の油として２９２ｍｇ（３６％）のＡ－４を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤ
Ｃｌ３）０．７８－１．０４（１２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．１７－１．６４（１６Ｈ、ｍ、
ＣＨ２）、１．６７－１．８８（２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９２（４Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２

）、７．０１（４Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．０８－８．０３（１３Ｈ、ｍ、ＡｒＨ＆ＰｙＨ
）、８．２５（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び８．７８（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰ
ＣＩ＋］７１７、７１８、７１９、７２０、７２１、７２２（Ｍ＋）。
【００５５】
　例５
　Ａ－５
　４－｛３'，５'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］フェニル｝
－２－（３''''－｛３'''''，５'''''－ジ［４''''''－（２'''''''－エチルヘキシルオ
キシ）フェニル］フェニル｝フェニル）－ピリジン
　ＰＣＴ／ＧＢ０２／００７３９の例６に従って調製された硼素化合物Ｇ１－ＢＸ２（１
．１９ｍｇ、１．６６ｍＭ）、臭化アリールＡ－４（１．１４ｇ、２．１６ｍＭ）、テト
ラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（０）（１３４ｍｇ、０．１１６ｍＭ）、
２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（２．０ｃｍ３）、ＥｔＯＨ（２．０ｃｍ３）及びトルエ
ン（７ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次にアルゴン中８６時間還流しながら（１０５℃の
浴温度で）加熱した。その混合物を周囲温度へ冷却した。二つの層を分離した。水性層を
エーテル（３×６ｃｍ３）で抽出した。有機層及びエーテル抽出物を合わせ、塩水（１×
１８ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を完全に除去した。残渣を
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溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：１０）を用いてシリカゲルによるカラムク
ロマトグラフィーにより精製し、明黄色の油として７５５ｍｇ（４１％）のＡ－５を得た
；λｍａｘ／ｎｍ（薄膜）２７０；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０．８０－１．０
８（２４Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．２２－１．６５（３２Ｈ、ｍ、ＣＨ２）、１．６９－１．
９１（４Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９２（８Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、６．９２－７．１２（
８Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．５１－７．８３（１６Ｈ、ｍ、ＰｙＨ＆ＡｒＨ）、８．０３－
８．１２（３Ｈ、ｍ、ＰｙＨ＆ＡｒＨ）、８．４１（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び８．８３
（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋］１１２２、１１２３、１１２４、１１２５
、１１２６（Ｍ＋）。
【００５６】
　例６
　Ａ－６
　４－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）－ピリジン
　２，４－ジブロモピリジン（３．３０ｇ、１３．９ｍＭ）、３－ブロモフェニルボロン
酸（３．６９ｇ、１６．７ｍＭ）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（
０）（６４３ｍｇ、０．５５７ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（１２ｃｍ３）、
ＥｔＯＨ（１２ｃｍ３）及びトルエン（４０ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次にアルゴン
中３．５日間１１０℃の浴温度で還流加熱した。反応を冷却し、二つの層を分離した。水
性層をエーテル（３×１３ｃｍ３）で抽出した。有機層及びエーテル抽出物を合わせ、塩
水（１×３０ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を完全に除去した
ところ、黒褐色の油が残った。その油を、溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：
１０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、白色固体とし
て１．０３ｇ（２４％）のＡ－６を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）７．３６（
１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．４５（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）、７．５８（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、
７．８９（２Ｈ、ｍ、ＰｙＨ＆ＡｒＨ）、８．１６（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び８．５２
（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋］３１１、３１４、３１６（ＭＨ＋）。
【００５７】
　例７
　Ａ－８
　ｆａｃトリス［４－｛３'，５'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニ
ル］フェニル｝－２－（３''''－｛３'''''，５'''''－ジ［４''''''－（２'''''''－エ
チルヘキシルオキシ）フェニル］フェニル｝フェニル）－ピリジン］イリジウム（III）
　配位子Ａ－５（２００ｍｇ、０．１７８ｍＭ）、Ｉｒ（ａｃａｃ）３（１２．４ｍｇ、
０．０２５ｍＭ）及びグリセロール（１ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次に加熱マントル
を用いて２２０℃で１４時間加熱した。その混合物を周囲温度へ冷却した。その混合物を
アセトン（８ｃｍ３）及びＤＣＭ（３ｃｍ３）中へ溶解した。その溶液を静置し、デンド
リマーを含有する層をグリセロール層から分離した。その混合物を蒸発して約４ｃｍ３に
し、溶離剤として軽質石油を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精
製し、黄橙色の固体として９ｍｇ（１０％）のＡ－８を得た；λｍａｘ／ｎｍ（薄膜）２
７７；δＨ（４００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０．８７－１．０２（７２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１
．２４－１．６２（９６Ｈ、ｍ、ＣＨ２）、１．６９－１．８３（１２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、
３．８０－３．９７（２４Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、６．９０－７．０７（２４Ｈ、ｍ、
ＡｒＨ）、７．２３（３Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）、７．３２－７．９３（５１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ＆
ＰｙＨ）、８．１４（３Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）、及び８．３４（３Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ
［ＭＡＬＤＩ］３５６０、３５６１、３５６２、３５６３、３５６４、３５６５、３５６
７、３５６８（Ｍ＋）。
【００５８】
　例８
　Ｂ－１
　５－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）－ピリジン
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　２，５－ジブロモピリジン（４．３３ｇ、１７．７ｍＭ）、３－ブロモフェニルボロン
酸（４．７０ｇ、２１．３ｍＭ）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（
０）（８００ｍｇ、０．６９２ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（１８ｃｍ３）、
ＥｔＯＨ（１８ｃｍ３）及びトルエン（５０ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、アルゴン中２
３時間１０５℃の浴温度で還流加熱した。反応を冷却し、二つの層を分離した。水性層を
エーテル（３×１５ｃｍ３）で抽出した。有機層とエーテル抽出物とを合わせ、塩水（１
×４０ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を完全に除去したところ
、オレンジ色の油が残った。その油を、溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：１
０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、淡黄色の固体と
して２．５０ｇ（４５％）のＢ－１を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）７．２６
－７．４２（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．５７（２Ｈ、ｍ、ＰｙＨ＆ＡｒＨ）、７．８８（
２Ｈ、ｍ、ＰｙＨ＆ＡｒＨ）、８．１４（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び８．７４（１Ｈ、ｍ
、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＣＩ（ＮＨ３）］３１２、３１４、３１６（ＭＨ＋）。
【００５９】
　例９
　Ｂ－３
　ｆａｃトリス［５－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）－ピリジン］イリジウム（I
II）
　５－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）ピリジン（１．００ｇ、３．２０ｍＭ）、
塩化イリジウム三水和物（２５０ｍｇ、０．７０９ｍＭ）、Ｈ２Ｏ（６．３ｃｍ３）及び
２－エトキシエタノール（１９ｃｍ３）の混合物を、窒素流中２４時間１２７℃の浴温度
で還流加熱し、然る後、冷却した。その混合物から明橙黄色の固体が沈澱した。その混合
物から液体を除去し、沈澱物を残した。沈澱物を９０％ＥｔＯＨ（３×１０ｃｍ３）で、
その後ＥｔＯＨ（１×１０ｃｍ３）で洗浄した。その固体を乾燥し、所望の生成物として
の６５６ｍｇの黄橙色の固体及び過剰の配位子を得た。
【００６０】
　上で得られた生成物（６５６ｍｇ）、５－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）－ピ
リジンＢ－１（６９６ｍｇ、２．２２ｍＭ）及びトリフルオロメタンスルホン酸銀（２２
０ｍｇ、０．８５６ｍＭ）の混合物を、アルゴン中一週間１６０～１６３℃の浴温度で加
熱した。次に反応を室温へ冷却し、褐色の固体を得た。その固体を、溶離剤として酢酸エ
チル・軽質石油（０：１～１：２０）を用いてシリカゲルによりカラムクロマトグラフィ
ーにより精製し、４９５ｍｇの過剰の配位子を得、次に溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（
１：４～１：０）を用いて、黄色粉末として７５３ｍｇ（塩化イリジウム三水和物につい
ての二つの工程に対して９４％）のＢ－３を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）６
．５５（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、６．９５（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）、７．５４（１Ｈ、ｍ、Ａ
ｒＨ）、及び７．７１－７．８９（３Ｈ、ｍ、ＡｒＨ＆ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋］
１１２６、１１２７、１１２８、１１２９、１１３０、１１３１、１１３２（ＭＨ＋）。
【００６１】
　例１０
　Ｂ－４
　ｆａｃトリス［５－｛３'，５'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニ
ル］フェニル｝－２－（３''''－｛３'''''，５'''''－ジ［４''''''－（２'''''''－エ
チルヘキシルオキシ）フェニル］フェニル｝フェニル）－ピリジン］イリジウム（III）
　ＰＣＴ／ＧＢ０２／００７３９の例６に従って調製された硼素化合物Ｇ１－ＢＸ２（１
．２６ｍｇ、０．８５８ｍＭ）、トリス［５－ブロモ－２－（３'－ブロモフェニル）ピ
リジン］イリジウム（III）（１７８ｍｇ、０．１５８ｍＭ）、テトラキス（トリフェニ
ルホスフィン）パラジウム（０）（３６ｍｇ、０．０３２ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（
水溶液）（１．０ｃｍ３）、ＥｔＯＨ（１．０ｃｍ３）及びトルエン（３．０ｃｍ３）の
混合物を脱ガスし、次にアルゴン中６４時間１０５℃の浴温度で還流加熱した。その混合
物を冷却した。その混合物を、溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：３０）を用
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いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、次に溶離剤としてＤＣＭ
・軽質石油（１：３０）を用いてクロマトトロン(chromatotron)により精製し、オレンジ
色の固体として３０ｍｇ（５％）のＢ－４を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０
．７７－１．０８（７２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．１５－１．８６（１０８Ｈ、ｍ、ＣＨ２＆
ＣＨ）、３．６９（１２Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、３．８９（１２Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２

）、６．６８（１２Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．００（１２Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び７．２２
－８．３２（６０Ｈ、ｍ、ＡｒＨ＆ＰｙＨ）；ｍ／ｚ［ＭＡＬＤＩ］３５６２、３５６３
、３５６４、３５６７、３５６８（Ｍ＋）。
【００６２】
　例１１
　ＤＥＨＰ－Ｃａｒ
　３，６－ジ［４'－（２''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］カルバゾール
　３，６－ジブロモカルバゾール（１２．０ｇ、３７．１ｍＭ）、ＰＣＴ／ＧＢ０２／０
０７３９の例４に従って調製された硼素化合物Ｇ０－ＢＸ２（２４．１ｇ、９６．４ｍＭ
）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（０）（８００ｍｇ、０．６９２
ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（４０ｃｍ３）、ＥｔＯＨ（４０ｃｍ３）及びト
ルエン（１００ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次にアルゴン中４２時間（１００℃の浴温
度で）還流加熱した。その混合物を冷却し、Ｈ２Ｏ（３０ｃｍ３）及びエーテル（４０ｃ
ｍ３）で希釈した。二つの層を分離した。水性層をエーテル（３×４０ｃｍ３）で抽出し
た。有機層とエーテル抽出物とを合わせ、塩水（１×５０ｃｍ３）で洗浄し、乾燥（Ｎａ

２ＳＯ４）し、濾過した。溶媒を完全に除去し、残渣を、溶離剤として酢酸エチル・軽質
石油（０：１～１：１０）及びＤＣＭ・酢酸エチル・軽質石油（４：１：２０）を用いて
シリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、１４．７ｇ（６９％）のＤＥ
ＨＰ－Ｃａｒを得た；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋］５７６（Ｍ＋）。
【００６３】
　例１２
　Ｃ－１
　臭化３－｛３'，６'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］カルバ
ゾリル｝フェニル
　３，６－ジ［４'－（２''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］カルバゾールＤＥＨＰ
－Ｃａｒ（２．５０ｇ、４．３４ｍＭ）、１－ブロモ－３－ヨードベンゼン（４．９１ｇ
、１７．４ｍＭ）、ナトリウムｔ－ブトキシド（８３４ｍｇ、８．６８ｍＭ）、及び蒸留
トルエン（１２ｃｍ３）の脱ガスした〔真空にし、次にアルゴンを満たしたシュレンク(S
chlenk)ライン〕混合物に、トリス（ジベンジリデンアセトン）ジ－パラジウム（０）［
Ｐｄ２（ｄｂａ）３］（１９８ｍｇ、０．２１７ｍＭ）及びトリ－ｔ－ブチルホスフィン
（ヘキサン中１０％、４．４ｃｍ３）を添加した。その混合物を再び脱ガスし、然る後、
アルゴン中６３時間１１０℃の浴温度で還流加熱した。得られたものを室温へ冷却し、Ｈ

２Ｏ（２０ｃｍ３）及びエーテル（２５ｃｍ３）で希釈した。二つの層を分離した。水性
層をエーテル（３×２０ｃｍ３）で抽出した。有機層とエーテル抽出物とを合わせ、塩水
（１×４０ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。溶媒を完全に除去したと
ころ、オレンジ色の油が残った。その混合物を、溶離剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１
～１：１０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフィーにより精製し、明橙色
の油として１．６５ｇ（５２％）のＣ－１を得た；δＨ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０
．８０－１．０６（１２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．２６－１．６８（１６Ｈ、ｍ、ＣＨ２）、
１．７１－１．８９（２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９３（４Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、７．０
４（４Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．４２－７．７４（１１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ＆ＣａｒＨ）、７．
８０（１Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、及び８．３３（２Ｈ、ｍ、ＣａｒＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋

］７３０、７３１、７３２、７３３、７３４（ＭＨ＋）。
【００６４】
　例１３
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　Ｃ－２
　２－（３－｛３'，６'－ジ［４''－（２'''－エチルヘキシルオキシ）フェニル］カル
バゾリル｝フェニル）－（４，４，５，５－テトラメチル－１，３，２－ジオキサボロラ
ン）
　アルゴン雰囲気中、１３ｃｍ３の無水ＴＨＦ中に臭化アリールＣ－１（１．６４ｇ、２
．２４ｍＭ）を入れた低温（ドライアイス／アセトン浴）溶液に、ｔ－ブチルリチウム（
１．７Ｍ、２．１ｃｍ３、３．５９ｍＭ）を添加した。その混合物を－７８℃で１時間撹
拌し、次に２－イソプロポキシ－４，４，５，５－テトラメチル－１，３，２－ジオキサ
ボロラン（０．９ｃｍ３）を迅速にその低温混合物に添加した。反応を－７８℃で２時間
撹拌し、然る後、ドライアイス／アセトン浴から取り出した。次にその混合物を室温で１
８時間撹拌し、Ｈ２Ｏ（８ｃｍ３）でクエンチした。二つの層を分離した。水性層をエー
テル（３×１０ｃｍ３）で抽出した。有機層とエーテル抽出物とを合わせ、塩水（１×３
０ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥し、溶媒を完全に除去した。溶離剤とし
てＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマトグラフ
ィーにより精製し、明褐色の油として５５４ｍｇ（３２％）のＣ－２を得た；δＨ（２０
０ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０．８３－１．０３（１２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．２４－１．６８
（２８Ｈ、ｍ、ＣＨ２＆Ｍｅ）、１．６８－１．８８（２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９２（４
Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、７．０３（４Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．４０－８．０４（１２Ｈ
、ｍ、ＣａｒＨ＆ＡｒＨ）、及び８．３３（２Ｈ、ｍ、ＣａｒＨ）；ｍ／ｚ［ＡＰＣＩ＋

］７７６、７７７、７７８、７７９、７８０（Ｍ＋）。
【００６５】
　例１４
　Ｃ－３
　４－ブロモ－２－（３'－｛３''，６''－ジ［４'''－（２''''－エチルヘキシルオキシ
）フェニル］カルバゾリル｝フェニル）ピリジン
　ボロレートＣ－２（５００ｍｇ、０．６４３ｍＭ）、２，４－ジブロモピリジン（１５
２ｍｇ、０．６４３ｍＭ）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（０）（
５２ｍｇ、０．０４５ｍＭ）、２ＭのＮａ２ＣＯ３（水溶液）（０．８ｃｍ３）、ＥｔＯ
Ｈ（０．８ｃｍ３）及びトルエン（２ｃｍ３）の混合物を脱ガスし、次にアルゴン中４５
時間１１０℃の浴温度で還流加熱した。その混合物を冷却した。二つの層を分離した。水
性層をエーテル（３×４ｃｍ３）で抽出した。有機層とエーテル抽出物とを合わせ、塩水
（１×７ｃｍ３）で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥し、溶媒を完全に除去した。溶離
剤としてＤＣＭ・軽質石油（０：１～１：０）を用いてシリカゲルによるカラムクロマト
グラフィーにより精製し、明褐色の固体として１４０ｍｇ（２７％）のＣ－３を得た；δ

Ｈ（２００ＭＨｚ；ＣＤＣｌ３）０．８２－１．０７（１２Ｈ、ｍ、Ｍｅ）、１．２３－
１．６８（１６Ｈ、ｍ、ＣＨ２）、１．６９－１．８８（２Ｈ、ｍ、ＣＨ）、３．９３（
４Ｈ、ｍ、ＡｒＯＣＨ２）、７．０４（４Ｈ、ｍ、ＡｒＨ）、７．４３－７．８３（１１
Ｈ、ｍ、ＣａｒＨ＆ＡｒＨ）、７．９７（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）、８．１１（１Ｈ、ｍ、Ｐ
ｙＨ）、８．３６（２Ｈ、ｍ、ＣａｒＨ）、及び８．５４（１Ｈ、ｍ、ＰｙＨ）；ｍ／ｚ
［ＡＰＣＩ＋］８０５、８０６、８０７、８０８、８０９（Ｍ＋）。
【００６６】
　例１５
　光物理的性質及びデバイス特性
　Ａ－８及びＢ－４の薄膜の光ルミネッセンス量子効率（ＰＬＱＹ）を測定し、各々３２
％及び７０％であることが判明した。これは、配位子のフェニル環の同じ位置のみに同じ
デンドロンが結合した第一ジェネレーションＩｒｐｐｙＤ１（２２％）及び第二ジェネレ
ーションＩｒｐｐｙＤ２（３１％）デンドリマーのＰＬＱＹ〔Ｊ．Ｐ．Ｊ．マーカムら、
Appl. Phys. Lett., 80, 2645 (2002)〕と比較されるべきものである。即ち、第二の第一
ジェネレーションデンドロンを配位子へ入れると、ＰＬＱＹが５０～１４０％改善される
のである。このことは、本発明が、望ましくない分子間相互作用を制御していることを証
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明するものである。このことが更に証明するのは、トルエンにＢ－４を入れた溶液のＰＬ
ＱＹが７５％であり、これは薄膜ＰＬＱＹに匹敵し、しかも固体状態でのルミネッセンス
のクエンチングが殆ど無いことを示すことである。より高いジェネレーションのものを合
成することは比較的困難であることを考慮すると、これは先行技術に対する顕著な改良で
ある。更に別の実際的利点は、ＰＬＱＹを高くし、ＥＬデバイス効率を高くするために、
デンドリマーをホスト材料と混合する必要はないことである。
【００６７】
　次の方法によりＡ－８を用いて二層デバイスを製造した。ガラス上のＩＴＯをエミテク
・プラズマ・アッシャー(Emitech plasma Asher)を用いて清浄した。Ｏ２流量を１０に設
定し、ＲＦ電力を７０Ｗにし、クリーニング時間を４分にした。次に基体をスピンコータ
ー中へ直接導入し、１０Ｍｇ／ｍｌの濃度でクロロホルム中に入れたＡ－８を２０００ｒ
ｐｍで６０秒間スピンコーティングした。デバイスは順次ＴＰＢＩ、ＬｉＦ、及びＡｌを
蒸発させ、ＩＴＯ／Ａ－８／ＴＰＢＩ（５０ｎｍ）／ＬｉＦ（０．９ｎｍ）／Ａｌ（６０
ｎｍ）のデバイス構造を与えることにより完成した。このデバイス特性を図７～１０に示
す。最大効率は、３．５Ｖで２２　ｌｍ／Ｗであった。Ｃ／Ｅ座標は、ｘ＝０．５、ｙ＝
０．５である。これらの結果は、各々の配位子にデンドロンが一つだけ結合した第一ジェ
ネレーションデンドリマー（ＩｒｐｐｙＤ１）に比較すべきものである。ＩＴＯ／Ｉｒｐ
ｐｙＤ１／ＢＣＰ／ＬｉＦ／Ａｌのデバイス構成では、最大効率は９．５Ｖで０．１４　
ｌｍ／Ｗ（０．４７ｃｄ／Ａ）であった〔Ｓ.-Ｃ．ローら、Adv. Mater., 13, 975 (2002
)〕。電子輸送／ホールブロッキング層は異なっているが、それらがこの場合に２桁を超
える差を与えるとは予想もされなかったことであろう。このことは、本発明により得られ
る驚くべき改良を更に明らかにするものである。
【００６８】
　　Ｂ－４を用いてＩＴＯ／Ｂ－４／ＴＰＢＩ／ＬｉＦ（９０．８ｎｍ）／Ａｌ（１００
ｎｍ）を有する二層デバイスを製造した。それは、Ａ－８を含有するデバイスのために用
いたのと同じ手順を用いて製造したが、デンドリマーは、２０ｍｇ／ｍｌ溶液により２０
００ｒｐｍでスピンコーティングした。このデバイスの最大効率は、３８　ｌｍ／Ｗであ
った。１００ｃｄ／ｍ２及び４．８Ｖで、ＥＱＥは１３．２％、４５ｃｄ／Ａであり、電
力効率は３０　ｌｍ／Ｗであった。発光のＣＩＥ座標は、ｘ＝０．４７、及びｙ＝０．５
２であり、これは、ピリジン環に対するデンドロンの結合位置が異なっているため、Ａ－
８の場合よりも僅かにブルーシフトしている。Ｂ－４含有デバイスの効率は、Ａ－８含有
デバイスの効率よりもむしろ高い。両方のデンドリマーは、発光層の単一成分として用い
ることができ、高効率デバイスを与えるためにホスト材料と混合する必要はないことに注
意すべきである。このことも、本発明の利点を更に明らかにするものである。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】図１は、第二ジェネレーションデンドリマーＡ及びそれより高次（第三ジェネレ
ーション）のデンドリマーＢの模式的図である。
【図２】図２は、デンドロンが配位子のフェニル環にのみ結合したイリジウ系デンドリマ
ーの第一ジェネレーション（１）及び第二ジェネレーション（２）面状異性体を示す図で
ある。
【図３】図３は、デンドロンがフェニルピリジン配位子のフェニル及びピリジン環の両方
に結合した第一ジェネレーション樹枝状配位子を製造するための反応経路を示す図である
（例１～６）。
【図４】図４は、図３で製造された配位子を用いた第一ジェネレーションイリジウムデン
ドリマーを製造する二つの方法の反応経路を示した図である。（一つの方法は例７に記載
されている）。
【図５】図５は、第一ジェネレーションイリジウムデンドリマーＢ－４を製造するための
別の反応経路を示す図である（例８～１０）。
【図６】図６は、一つを超える種類のデンドロンを含有する第一ジェネレーションイリジ
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ウムデンドリマーを製造するための反応経路を示す図である（例１１～１４）。
【図７】図７は、デンドリマーＡ－８のエレクトロルミネッセンススペクトルを示す図で
ある。
【図８】図８は、デンドリマーＡ－８を含有するＯＬＥＤデバイスの外部効率を示す図で
ある。
【図９】図９は、デンドリマーＡ－８を含有するＯＬＥＤデバイスの発光効率を示す図で
ある。
【図１０】図１０は、デンドリマーＡ－８を含有するＯＬＥＤデバイスの外部量子効率を
示す図である。
【図１１】図１１は、本発明のデンドリマーについての要件を図式的に示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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【図１０】

【図１１】



(22) JP 4801350 B2 2011.10.26

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100072040
            弁理士　浅村　肇
(74)代理人  100107504
            弁理士　安藤　克則
(74)代理人  100102897
            弁理士　池田　幸弘
(72)発明者  サムエル、アイフォー、デーヴィッド、ウィリアム
            イギリス国、ファイフ、ノース　ホー、　ユニバーシティ　オブ　セント　アンドリューズ、　ザ
            　スクール　オブ　フィジクス　アンド　アストロノミー
(72)発明者  バーン、ポール、レスリー
            イギリス国、オックスフォード、サウス　パークス　ロード、　ザ　ダイソン　ペリンス　ラボラ
            トリー
(72)発明者  ロー、シー　－　チャン
            イギリス国、オックスフォード、サウス　パークス　ロード、　ザ　ダイソン　ペリンス　ラボラ
            トリー

    審査官  小久保　敦規

(56)参考文献  特開２００３－２３１６９２（ＪＰ，Ａ）
              Advanced Functional Materials，Vol.11, No.4，p.287-294 (2001).
              Applied Physics Letters，Vol.80, No.15，p.2645-2647 (2002).，（発行日：2002年4月15日）
              Advanced Materials，Vol.14, No.13-14，p.975-979 (2002).，（発行日：2002年7月4日）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              C07F  15/00
              C09K  11/06
              CAplus(STN)
              REGISTRY(STN)
              JSTPlus(JDreamII)
              JMEDPlus(JDreamII)
              JST7580(JDreamII)
              JCHEM(JDreamII)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

